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毎月最後の金曜日の夜9 時頃から、近所のガストに生駒周辺
のハムが集まります。その集まりには特に約束事もなく、9 時
から参加する人あり、1 1 時になって現れる人あり。参加条件
は「ハムである」というだけのいたって自由な集まりです。そこ
へJ H 3 E D G 篠崎さんが河内長野から時々参加してくれます。
去る1 月末の集まりで、その篠崎さんから今話題のS t e p p I R の
「模造品」がイタリアで製造されているとの話がありました。彼
がW e b から得た情報によるとS t e p p I R の持ついくつかの問題
点を解決しているようにも見えるとか。午前2 時頃に終了した
その集まりから家へ戻るとすぐに、そのアンテナのことを尋ね
るためにイタリアのI K 2 H K T にメールを書いてみました。まるで
チャットをしているかのようなタイミングですぐに返事があり、
彼が使っているS t e p p I R より良さそうだとの話。それで、このア
ンテナの購入計画がスタートしました。
そのイタリアのアンテナはU l t r a  B e a m という名で、S t e p p I R のよ
うにグラスファイバーのチューブの中をテープ状の導体が伸
び縮みする構造を持つ八木アンテナで、複数のハムバンドの
いずれにおいてもフルサイズのアンテナとして動作します。購
入対象にしたのはU l t r a  B e a m の最も大きなアンテナ「4  E l e m e
n t s  6 - 4 0  m e t e r s 」で、7 M H z と1 0 M H z バンドでは3 エレ、1 4 M H
z ～2 8 M H z では4 エレ、5 0 M H z では6 エレのフルサイズ八木ア
ンテナとして動作するもの。何しろ組立後のアンテナをそのま
ま地上に降ろせば、アンテナを置くだけで6 6 坪のスペースが
必要という大型アンテナです。大きさを考えたら注文したこと
を後悔してみたりする日々を過ごしながら、アンテナの到着を
待ったものです。思い立ってから3 カ月近くを経た4 月2 3 日、
そのアンテナがとうとうタワーに上がりましたので、ご披露しよ
うと思います。

アンテナの構造
アンテナの4 本のエレメントの内3 本は7 と1 0 M H z 用で2 1 . 5 m
長、残りの1 本は1 1 m 長で1 4 M H z 以上のバンドで輻射器として
動作します。各エレメントは釣りざおのように先に行くと細くな
るグラスファイバー製のチューブで出来ています。エレメント
の中央部にはエレメント用のパイプ内の導体を伸び縮みさせ
るための駆動装置が収納されたアルミの箱状になっていま
す。また、これらのエレメントを支えるブームはかなりの肉厚を
持つ一辺1 0 c m 余の角パイプ構造で、全長は1 0 m です。

7 / 1 0 M H z と他のバンドでは異なった輻射器を使用するため
切替器がブームにあり、バンド変更時に給電同軸ケーブルが
接続されるエレメントを自動的に切り替えます。
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各エレメントの長さの調整は付属のコントローラを使って遠隔操作で
行います。運用バンドの選択は勿論、例えば7 M H z では2 5 K H z 毎とい
うように各バンドをいくつかの周波数レンジに分けて、最適のエレメン
ト長の値がコントローラに記憶されます。
エレメントの導体の長さを自由に調整できることから、ビームの方向を
1 8 0 度反対に切り替えることも、双方向モードとする機能を有します。
特に7 M H z や1 0 M H z では3 本のエレメントのそれぞれの間隔がほぼ同
じですから、ビームパターンやアンテナ利得を維持したまま、アンテナ
を回転することなくビーム方向を1 8 0 度変更することができるのです。1
4 M H z 以上のバンドでは4 エレで動作しますが、ビームを1 8 0 度切り替
えると、第2 導波器は影響を与えない長さとなり、残りのエレメントで3
エレとして動作します。5 0 M H z では専用のエレメントが追加され6 エレ
で動作します。これら専用エレメントの長さは変化しませんから、1 8 0
度反転機能や双方向モードは5 0 M H z では効率的には動作しないこと
になります。
双方向モードでは、輻射器以外のエレメントが影響を与えないような
長さに設定されます。この機能は、方向が異なる2 局と同時にQ S O す
る場合際には便利で、先日も7 M H z でW 6 と9 V 1 とラウンドQ S O した際
に有効に機能してくれました。通常の3 エレ八木だと、W 6 に向けると

反対にいる9 V 1 はよく聞こえず、1 8 0 度するとW 6 が聞こえないというようなことが起こります。そんな時、双方向モードを使うと両者を快適
に聞くことができました。　　　　　

アンテナの調整と操作
各周波数レンジでのエレメント長は出荷時適当な値に設定されていますが、アンテナ周囲の環境の違いから必ずしも現実の設置場所
では最適な値になるとは限りません。そのためアンテナ設置後、先ずバンド別にエレメントの長さの調整を行う必要があります。コントロー
ラには、4 本のエレメント別、伸縮別に計8 つのボタンが用意されていて、どのエレメントの長さも2 m m 単位で自由に伸縮できます。アンテ
ナ到着の直前にW から入手した電力計はV S W R を小数点以下第2 位まで表示しますので、V S W R = 1 : 1 . 0 2 、1 . 0 3 と極めて詳細なV S W R を
知ることができ、アンテナの中心周波数を1 k H z 単位で移動させて設定にすることができます。
バンド内のある周波数レンジでV S W R が最適となるように設定すれば、同バンド内の他のレンジの設定はコントローラ内のコンピュータが
自動的に行ってくれます。その後、同様に1 8 0 度反転、双方向と順に設定を行います。
コントローラにはバンド移行のためのプッシュボタンと各バンドでの周波数レンジを上下させるボタンがあり、運用周波数に合わせ手動で
アンテナを対応させることができます。また、このコントローラにはM i c r o  H a m 社の無線機コントローラM i c r o  K e y e r と接続できるようになっ
ています。M i c r o  K e y e r は無線機と接続して無線機の各種コントロールをするためのものです。( 詳細はh t t p : / / m i c r o h a m . c o m / を参照)  こ
のように各機器を接続しておけば、無線機の運用周波数やバンドを変化に追従してアンテナの設定周波数も自動的に設定されます。ま
た、アンテナが伸縮動作中に誤って送信すると、送信電力でアンテナのエレメント駆動部分を破損することがあります。それを未然に防
ぐため、アンテナが伸縮中は送信ができなくなるようM i c r o  K e y e r が自動的に無線機を制御してくれるのも便利です。また、M i c r o  K e y e r
に接続された1 0 キーバッドの操作で、この自動追従機能は容易に停止や再開することができます。

使用感
これまでも比較的大きなアンテナを使ってきましたが、一部を除いてはマルチバンドのアンテナでした。U l t r a  B e a m もマルチバンド・アン
テナには違いありませんが、エレメント長が運用周波数の最適な長さとなり、どのバンドでもモノバンド・アンテナとして動作します。この違
いがアンテナの効率を大きく左右するものだと、このアンテナが強くかんじさせてくれました。
7 M H z や1 0 M H z ではフルサイズの3 エレですから、正面から1 5 度もビームを動かせば受信信号強度が変化するのが判ります。それにアン
テナの地上高が波長の3 / 4 ～1 波長もあるためか、D X に対して非常に有効に動作しています。これまで使用してきた7 M H z のビームもエ
レメントが2 0 % 程度短縮されただけで、ブーム長もこれより多少長いくらいでしたが、このアンテナに代えてから良く聞こえて良く飛んでい
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くようになり、7 M H z での運用がこれまでと全く異なる結果に驚いています。また、7 . 2 M H z まで拡張された広くなった7 M H z バンドの
下端から上端まで、自由に出られるようになったことも、ストレスをなくしてくれました。
1 4 M H z 以上では、第1 導波器と第2 導波器の間が長いロングジョンタイプの八木として動作します。このアンテナを使用するように
なって、米東海岸と西海岸、西欧州と中近東の方向差のように、これまでのマルチバンド・ビームでは余り気にならなかった方向の
差がとても気になるようになりました。
ちょっとしたパイルアップならどのバンドであっても、コールサインを一回言えば応答があるような気さえするようになって、これまで
のアンテナは一体何だったの？と自問しています。
この5 週間、風が吹く度にアンテナを見上げて様子を見ていましたが、アルミのエレメントと比べて、うまく風に合せて揺れている感
じで、変な動きも見えずひと安心です。このアンテナはこれまで4 基のアンテナがカバーしていたバンド全てに対応します。受風面
積2 . 1 5 平米というのは、従来のアンテナの合計受風面積よりはるかに小さい値であること、金属製のアンテナに比べしなやかに風
を流してくれること等を考えると、風の心配は余りしなくても良いように思えます。

問題点
最大の問題点はその大きさで、近所の人々の目を気にせ
ずにはいられません。それ以外には特に大きな問題は使用
を始めてからの5 週間の間にはありませんでした。ひとつ気
になることは、雨が降るとアンテナの共振周波数が低く方へ
移動することです。低いバンドで顕著で、7 M H z では5 0 K H z
以上、1 8 M H z でも3 0 K H z 程度変化してしまいます。これはエ
レメントのグラスファイバーが濡れて雨と内部の導体との容
量ができるためなのか、それとも地面が濡れるためか、他に
なにかあるのか、今のところ不明です。これには、アンテナ
の設定周波数を手動で運用周波数より高くして運用して対
応しています。
モーターを含む駆動部分が4 か所もあるアンテナです。現
在は順調に動作していますが、これらに異常が発生したら、
7 M H z から5 0 M H z の全バンドでの運用ができなくなってしま
います。どれだけ耐久性のあるものか、アンテナが快調に
動作しているだけに、余計心配しています。

L P - 1 0 0 A  D i g i t a l  V e c t o r  W a t t m e t e r
電流と電圧の両方を測定して値を計測してくれる電力計です。U l t r a  B e a m のW e b ページの写真に写っていたのに気が付いて探し
当てた商品です。単に電力とV S W R の計測だけでなく、送信周波数でのインピーダンスやリアクタンス値を計測します。それに無
線機の周波数やP T T を制御してバンド全体に渡りアンテナを測定してスミスチャートまで作成してしまいます。
詳細:  h t t p : / / t e l e p o s t i n c . c o m /

G r e e n  H e r o n  E n g i n e e r i n g  R T - 2 1
ほとんどの機種のローテータと併せて使用することのできるアンテナローター・コントローラです。いろいろなローテータに対応する
ための機能を多く持ち、アンテナ回転開始と停止時はゆっくり途中は高速というような制御や、パルス信号で回転角度を感知可能
なローターとなら0 . 1 度精度での制御、それに、アンテナ回転中に木や風のために負荷がかかると自動緊急停止してくれる等、想
像を超える機能を多く備えたインテリジェントコントローラです。これとM 2 社のO R - 2 8 0 0 ローターと組み合わせても、日本製ロー
ターと費用がそれほど違わないのも魅力です。
詳細:  h t t p : / / w w w . g r e e n h e r o n e n g i n e e r i n g . c o m /

ここでご紹介した機器はいずれもインテリジェントで、R S - 2 3 2 C ( U S B ) を介してP C と接続可能で、その上、P C から制御するためのソ
フトウエアまで用意されています。ですから、ログに記入したコールサインやD X クラスターで表示される局の情報から、アンテナの
方位を自動設定したり、遠隔操作することも容易に行うことができます。

U l t r a  B e a m アンテナの準備中に見つけて購入して
みた製品

R R C 1 2 5 8 M k I I
今回のアンテナについてI K 2 H K T に問い合わせた
のは、ちょうど彼が無線機リモコン装置をスウェーデ
ンから受け取った時でした。彼からその話を聞いて
早速購入。H a m  R a d i o  D e l u x e のようなP C をベース
にした無線機の遠隔操作に失望していましたから、
このR R C 1 2 5 8 M k I I を使ったリモコンの快適さに感動
しています。
詳細:  h t t p : / / r e m o t e r i g . c o m / e n /

< A p p e n d i c e s >
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シャッター・チャンスシャッター・チャンス

大阪国際交流センター・ラジオクラブ　　 J I 3 Z A G 　　 O s a k a  i - H o u s e  R a d i o  C l u b大阪国際交流センター・ラジオクラブ　　 J I 3 Z A G 　　 O s a k a  i - H o u s e  R a d i o  C l u b

2 0 0 9 年1 0 月にシャックのアンテナを取り替えました。
S t e p p I R  4 e l . からD r e a m B e a m 3 6 に工事にはM a x 2 7 m H
の高所作業車が使われました。
工事もほぼ出来上がった頃、この作業車に乗ってタ
ワーアンテナをその上から撮影するというまたとない
シャッターチャンスに恵まれました。
アンテナの代理店に工事完成の写真を送りました
が、メーカーから広告に使いたいとの申し入れがあり
Q S T 誌などに掲載されました。写真を見た方々からタ
ワーの根本が見える方がいいよとお声がかかりまし
た。広告に使われる前のオリジナル写真です。

この高所作業車に乗り
撮影しました

Q S T 誌掲載の広告
印刷のメッシュとスキャナーの
干渉縞できれいにコピーできません
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